
事業の計画・内容

■ 直営 □ □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円） 使用料

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

市民

事業名

基本施策

559

伊賀市　事務事業評価シート

保健センター管理経費

1

運動施設利用者数

正規職員     （人） 4
活動指標 単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

青山保健センター運動施設は、事業運営を民間業者に委託し、民営業者の事業メニューのノウハウを取り入れ利用者数の増加を図り、合わ
せて広報・ケーブルテレビ等により広く周知を図った。又、施設内の多目的施設や調理実習室を備え、各種保健センター事業での使用の他、
多目的施設は精神保健デイケアの場として、調理実習室は食生活改善推進協議会の研修の場として利用いただいている。

青山保健センターの設置及び管理に関する条例運営主体

やぶっちゃの湯

細目
細々目

１０８

健康づくりにおいて運動が重要であることを理解し、運等することを習慣づ
けすることにより、要支援・要介護状態にならないよう行動と認識を持つ。

成果（どうなるのか）

01
保健センター管理経費
保健センター管理経費

青山健康福祉課

23,731 23,731

H17 H18（予算）

4

H19（予算）

4

3必要性 病態別（高脂血症・高血圧・糖尿病・等）の運動メニューを設定し、そのカリｌキュラムにおいて、筋肉トレーニング、水中運
動を組み込み、運動の重要性の理解、習慣づけ、行動変容を目指している。継続的に施設を利用している人は、事業効
果が表われているが、開設後２年経過のため今後これらに関するデーター収集により具体的な事業結果を得てゆく。又、
多目的施設や調理実習室を有効に利用する検討も必要である。

23,637

効率性

評
価

市民が心身ともに健康で、安心して生活できるための健康増進と医療費の抑制を図る目的の施設で、健康づくりの事業で、今後ますますの高齢
化社会への対応として、個人が健康づくりの意識を持ち各々が健康度をあげることに努力することが必要となってくる。なお運動施設については
使用料を徴収し、その事業運営を民間業者に委託し、事業メニューはアンケートや受託者が検討を行い実施しているが、委託料金に対する使用
料収入比率が低く、今後の管理・運営について検討が必要である。

指標設定の考え方

支所管内市民が年１回利用する 人

目標

事業の目的の成果を測る指標

運動施設利用者数

H17

15,055 15,299 15,299

28,800 28,800 28,800

8,432 8,432
52,437
8,582

3,912 3,656 3,656

52,531 52,531

目標値

人

H17 H18 H19
実績値

8597 12000 12000

8597
12000

単位

C

総合評価
3
3
3

有効性
達成度

10万市民の健康を維持する

01
04
01
０３

会計
款
項
目

一般会計
衛生費
保健衛生費
保健衛生総務費

名            称コードコード 名               称

12000

12000

H18（目標）

目標

H19（目標）

48,496 48,844 48,844

５２－３２２８奥田充法 連絡先

29 31 31


